
令和５年度 島根大学教育学部附属幼稚園保育内容研修会のご案内  

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○期 日   令和５年 8 月 4 日（金）13:30～16:45  
○日 程 
13:30 13:45                    14:45   15:00              15:45                16:45 

受付 講師講演 休憩 泥団子作り 
語り合い 

※４グループに分かれて 

本園教諭が進行します 

 

○場 所：島根大学教育学部附属幼稚園 遊戯室 

駐車場：島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程校庭（別紙参照） 

○参加費：無料（事前申し込みが必要です） 

○泥団子作りをしますので、汚れてもよい服装でお出かけください(エアコンの効く遊戯室で実施予定)。 

○申し込み締切：令和５年７月７日（金） 

 ※同封の FAX 用紙でお申し込みください。 

 ※２次案内はいたしません。当日忘れずにお出かけください。 

 

○後 援：島根県教育委員会・鳥取県教育委員会・松江市教育委員会・島根大学教育学部附属山陰教員研修センター 

 

 

≪問い合わせ≫ 
   島根大学教育学部附属幼稚園  副園長 太田 泉 
 
    〒690-0882 島根県松江市大輪町 416-4 

     電話：０８５２－２９－１１２０ 

        FAX：０８５２－２９－１１２４ 

URL: https://www.shimane-fuzoku.ed.jp/fuyo/  

   

 保育において欠かせない教材、泥団子。おそらくどこの幼児教育施設でも子どもたちが、でこぼこ、つる

つる、堅い、色付きなど、それぞれのめあて・探究で夢中になって取り組んでいることと思います。 

 ところで、泥団子って、どのような物質で、どのような地学や物理の法則で成り立っているのでしょう

か？我々の幼児教育施設にある土はどこから来たのでしょうか？身近な教材でありながら、あまり広く深

く考察できていないこと、たくさんありますよね。 

 そこで、現代の社会的な課題である「ＳＤＧｓ」の取組として、土壌教育を通して「環境意識」を高めて

いくための保育のあり方を、皆で考えてみませんか。 

 講師として、現在ＳＤＧｓ関連でメディアに引っ張りだこの、島根大学教育学部学校教育課程小学校教育

専攻 松本一郎 教授に、専門である地学・ＳＤＧｓ的見地から講話いただきます。その後、泥団子を実際

に作っていただき、皆様と「幼児教育と泥団子」について話し合う時間を持ちたいと考え、本研修会を計画

しました。ぜひ、楽しく泥団子を作りながら、わいわいと語り合いましょう。    副園長 太田 泉 

https://www.shimane-fuzoku.ed.jp/fuyo/

